









































































500 万,100 万と非常に高いΩ値が得られることを示し,加えてモード体積の変化を 10%以下に抑
制できることを明らかにした。
第5 章では,本論文の伺的である,共振器0値の制御による量子ドット・ナノ共振器結語系に
おける物理現象の制御を達成すべく,フォトニック結晶構造についての検討および制御方法につ
いて検討し,静的な物理現象の制御を実証した結果について述ベられている。
共振器旦値を制御可能な描造として,フォトニック結晶中の共振器・導波路・反射鏡集積系を用い
た。この系は従来より倉値制御が可能であることが述ベられ,実験的にも実証されていた。今回,
詳しく解析し,数値シミュレーションをすることで,変調を受ける共振器モードが,理論式から
得られる口値や,共振波長の変化とはズレることを示した。またこのようなズレが,共振器と導
波路内に形成されるFabw・pemtEードとの結合によるものであることを指摘した。
加えて,2 次元フォトニック結晶において安定して旦値を制御手法として共振器表面に伺体窒
素を凝縮させたのち,レーザ照射により局所的に剥航する窒素堆稙・剥艦法を導入した。Ω値が
3500から6900まで変化するフォトニック結晶共振器を作製し,上述した窒素堆積・剥航法を用い
てΩ値を変化させながら量子ドットの発光を観察することで,発光レートを2。3倍変調すること
に成功し, Q値の制御により発光現象が制御できることを実証した。
第6章では,第5章で述ベた量子ドット・フォトニック結晶共振器結合系の旦値変調を,キャリ
アプラズマ効果を用いて高速に発生させることで発光現象を変調可能であることを示した。実験
で観測された発光現象の変調効果はきわめて小さいものの,実験条件の改善で変調の効果をより
大きくすることが可能であることを数値シミュレーションを通して示した。
第7章は結論であり,本論文の成果について要約し,将来の展望について述ベられている。
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